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1.フェイクについて

1.1なぜフェイクが起こるのか

・確定していないのに断定して後先考えずに発信してしまった

・信憑性の高い情報だからと思い拡散したら実は違った

・バズって注目されたい、有名になりたい

・営利（お金）目的

・ライバルを蹴落とすため



1.2フェイクがネットにはびこる理由

拡散のしやすさ

→反射的に拡散してしまう

→面白い情報を共有したい



1.3具体的な被害の例

・カレンダーに、入れた覚えのない予定が入っていた

・佐〇急便で頼んでもいないのに不在メールが来た

・amaz〇n等のサイトからアカウントが使えなくなったから
解除するにはこちらというリンク付きメールが送られて
きた

→これらはすべてフェイク



1.4自分自身が取るべき行動
・ネットの情報をすぐに信じず、複数のサイトを
検索して取捨選択をしたうえで落ち着いて行動する

・本人が発言するまでは出回っている情報は鵜呑みに
しない

・収集、発信などをする際は、自分自身でその情報の
真偽を確かめ、よく考えて行動する

・対策アプリを入れる



２.有用な情報を見逃さないために

・一つの情報を鵜呑みにせず、様々な方向から情報を取捨選択して見
ていく。

・情報の発信は、よく考えてから行う。

・ウイルス対策アプリの導入

・ネットだけを情報源にせず、信頼できる周りの人などにも聞いて
判断する。

・公式アカウント、専門家など、誰が発信者なのかを

確実に確認する。



フェイクを見極めてネットを活用するには

・発信源を確認する。

・同じニュースでも、ＳＮＳ上だけの情報で判断

しない。

・精神的余裕を持つ、初めて見たネットの情報を

すぐに信じない。



【国への提言】

・情報自体に、公式マークのようなものをつける。

・信頼性や知名度の高い、新しいファクトチェック
アプリを開発（国から）

・年齢で利用制限を設ける。

・定期的に、講習を行う。


